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定
家
本（
青
表
紙
本
）系
統
の
諸
本
中
、

最
重
要
古
写
本
の
全
貌
を
初
公
開
！

源
氏
物
語
の
新
た
な
底
本
と
し
て
！

五
十
二
巻
の
う
ち
四
十
八
巻
が
鎌
倉
末
写
の
基
幹
巻

【
解
題
】
岡天

理
図
書
館
貴
重
書
室

嶌
偉
久
子

第
三
期

源
氏
物
語
全
十
巻

内
容
見
本

源
氏
物
語
池
田
本

原
本
を
体
感
！
　筆
遣
い
の
機
微
ま
で
読
み
取
れ
る

２
０
１
６
年

６
月
刊
行
開
始
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述
し
た
数
々
の
希
有
な
特
徴
を
持
つ
本
書
池
田
本
が
『
大
成
』
の
底
本
と

な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
池
田
本
の
奥
入
は
一
貫
し
て
お
ら
ず
偏
っ
た
も
の
、

と
い
う
池
田
氏
の
判
断
が
大
き
く
左
右
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
池
田
亀
鑑
氏
の
評
価
は
「
大
島
本
ニ
次
グ
ベ
キ
地
位
ヲ
有
ス
ル
池
田
本
」

で
あ
っ
た
。
室
町
期
の
写
本
で
あ
る
大
島
本
が
『
大
成
』
の
底
本
と
な
っ

た
経
緯
、
ま
た
、
そ
の
幾
つ
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
は
省
く
が
、
周
知

の
よ
う
に
、
大
島
本
は
三
十
八
巻
の
各
巻
末
に
「
奥
入
」
を
付
載
し
て
い

る
こ
と
、
そ
れ
が
最
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後「
奥
入
」に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
は
様
々
に
進
展
し
、池
田
本
の「
奥
入
」

は
最
も
初
期
の
形
態
に
属
す
る
も
の
か
、
と
の
再
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
写
本
と
し
て
の
池
田
本
の
姿
を
見
る
と
き
、
一
枚
添
え
ら
れ
た
後

補
の
雲
紙
表
紙
（
室
町
期
）
の
次
に
は
、
成
立
当
初
の
本
文
共
表
紙
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
期
の
本
文
に
対
し
て
は
、
室
町
期
の
勘
物
に

類
す
る
書
込
の
他
に
は
ほ
ぼ
手
が
入
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
期

の
本
文
・
姿
を
明
瞭
に
た
ど
れ
る
写
本
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
更
に
、
こ
の
基
幹
巻
四
十
八
巻
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
書
写
者
が
ほ

ぼ
二
手
に
集
約
さ
れ
、
そ
の
内
の
甲
筆
と
し
た
三
十
六
巻
は
実
に
む
ら
の

な
い
一
定
の
筆
致
で
あ
る
。
こ
の
様
な
写
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
底
本
は

巻
単
位
で
寄
せ
集
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
揃
い
の
『
源
氏
物
語
』
写
本

で
あ
っ
た
可
能
性
が
、
多
人
数
に
よ
っ
て
分
担
書
写
さ
れ
た
寄
合
書
き
の

場
合
よ
り
も
、
や
は
り
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
甲
筆
筆
者
の
書
写
態
度
に

つ
い
て
は
、
巻
単
位
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
底
本
に
極
め
て
忠
実
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
池
田
本
は
、
鎌
倉
末
期
よ
り
も
更
に

遡
る
、
揃
い
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
に
満

ち
た
伝
本
で
あ
る
。

　
日
本
文
学
の
世
界
に
お
け
る
定
家
の
存
在
の
大
き
さ
か
ら
、
定
家
の
整

え
た
青
表
紙
本
系
の
本
文
は
室
町
期
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
『
源

氏
物
語
』
鑑
賞
・
研
究
の
基
底
本
文
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

近
年
、
こ
の
青
表
紙
本
に
対
し
て
の
様
々
な
疑
義
・
見
解
が
報
告
さ
れ
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
青
表
紙
本
の
概
念
そ
の
も
の
が
揺
ら
い
で
い
る
と
も
言

え
る
現
今
の
状
況
に
お
い
て
、
鎌
倉
期
成
立
当
初
の
基
幹
本
文
四
十
八
巻

を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
池
田
本
は
、
向
後
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
伝
本
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

池
田
本
の
奥
入
に
つ
い
て

早
稲
田
大
学
教
授
　

新
美
哲
彦

　
池
田
本
は
鎌
倉
期
写
四
十
八
巻
四
十
五
冊
が
基
幹
本
文
と

い
う
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
十
一
巻
に
「
奥

入
」
が
付
載
さ
れ
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
る
。

　
藤
原
定
家
の
注
で
あ
る
「
奥
入
」
は
、
名
前
の
通
り
、
も

と
は『
源
氏
物
語
』写
本
の
奥（
巻
末
）に
定
家
が
記
し
た
注
で
、

そ
の
注
部
分
を
切
り
出
し
て
一
冊
に
し
た
定
家
自
筆
本
『
奥

入
』
が
現
存
し
、
そ
れ
と
は
別
の
系
統
の
『
奥
入
』
も
二
種

存
在
す
る
。
さ
ら
に
は
、
池
田
本
や
大
島
本
の
よ
う
に
、『
源

氏
物
語
』
写
本
巻
末
に
付
載
さ
れ
る
「
奥
入
」
も
、
少
数
で

は
あ
る
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
は
「
奥
入
」

の
成
立
や
流
布
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

　
池
田
本
に
は
、『
源
氏
物
語
』
本
文
と
同
筆
の
「
奥
入
」
が

八
巻
に
付
載
さ
れ
る
。
同
筆
の「
奥
入
」は
、定
家
自
筆
本『
奥

入
』
と
は
系
統
が
異
な
り
、
内
閣
文
庫
本
系
と
呼
ば
れ
る
系

統
の
上
位
本
文
と
判
断
さ
れ
、
鎌
倉
期
の
「
奥
入
」
の
実
態

を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
定
家
が
注
釈
部
分
を

切
り
出
す
以
前
の
「
奥
入
」
と
重
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
定

家
本
（
青
表
紙
本
）『
源
氏
物
語
』
本
文
を
考
察
す
る
上
で
も

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
三
巻
に
付
載
さ
れ
る
、『
源
氏
物
語
』

本
文
と
は
別
筆
の
「
奥
入
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
本
文

を
有
し
て
お
り
、
当
時
の
持
ち
主
が
時
間
を
か
け
て
各
種
の

写
本
や
注
釈
書
か
ら
書
き
込
ん
だ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
、
池
田
本
が
高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と

で
、
紙
焼
き
写
真
で
は
迷
う
こ
と
の
多
か
っ
た
同
筆
・
別
筆

の
判
断
、
墨
色
や
筆
勢
の
比
較
な
ど
が
大
変
容
易
に
な
る
。

池
田
本
に
は
本
文
行
間
の
別
筆
に
よ
る
注
や
「
奥
入
」
と
は

異
な
る
巻
末
勘
物
も
多
い
が
、
池
田
本
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
の
研
究
も
、
今
後
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

　
池
田
本
『
源
氏
物
語
』
本
文
に
つ
い
て
の
研
究
が
蓄
積
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
は
新

た
な
段
階
に
入
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
詳
し
く
は
拙
稿「
池
田
本『
源
氏
物
語
』巻
末
付
載『
奥
入
』に
つ
い
て
」

（
天
理
図
書
館
報
『
ビ
ブ
リ
ア
』
144
号
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
参
照
。

桐
壺
　
巻
頭
と
奥
入
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　『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』『
伊
勢
物
語
』
な
ど
、

我
が
国
の
基
幹
と
な
る
古
典
文
学
の
本
文
研
究
に
永
ら

く
か
か
わ
っ
て
来
た
私
の
実
感
は
、
練
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
整
え
ら
れ
た
藤
原
定
家
書
写
本
系
本
文
の

優
秀
性
に
は
動
か
ぬ
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、こ
こ
に
紹
介
す
る
池
田
本
『
源
氏
物
語
』
は
、

不
世
出
の
源
氏
学
者
池
田
亀
鑑
博
士
の
御
愛
蔵
本
で
あ

り
、
典
雅
に
し
て
学
問
的
緻
密
さ
に
富
み
、
ま
さ
に
善

本
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
私
は
陽
明
文
庫
の
鎌
倉

期
書
写
本
（
た
だ
し
不
揃
い
）
以
外
に
、
こ
れ
に
類
す
る

風
韻
の
あ
る
本
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
一
般
に
は
同
じ
定
家
本
系
統
の
中
で
も
、

『
源
氏
物
語
大
成
』
の
底
本
に
な
っ
て
い
る
大
島
家
旧
蔵

本
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
き
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
私

は
、
こ
の
池
田
本
の
古
雅
な
る
品
格
に
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
近
年
の
研
究
で
は
、
池
田
本
が
鎌
倉
末
期
以

前
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
云
々

さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
、
池
田
本
の
本
文
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
の
校

異
欄
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
、

高
精
細
カ
ラ
ー
版
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
姿
と
本
文
全
文

を
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。『
源

氏
物
語
』
本
文
の
本
格
的
な
再
検
討
が
期
待
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
至
福
と
言
わ
ず
し
て
何
と
言
お
う
か
。

池
田
本
源
氏
物
語
と
い
う
至
福

　
　

片
桐
洋
一

大
阪
女
子
大
学
名
誉
教
授

文
化
功
労
者

【
推
薦
の
こ
と
ば
】

【
第
3
期

源
氏
物
語
池
田
本
】
書
目
略
解

天
理
図
書
館
貴
重
書
室
　

岡
嶌
偉
久
子

　
本
書
は
、
か
つ
て
池
田
亀
鑑
「
桃
園
文
庫
」
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら「
池
田
本
」、あ
る
い
は「
二
条
為
明
筆
」と
の
極
札
を
持
つ
こ
と
か
ら「
伝

二
条
為
明
筆
本
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
五
十
四
巻

中
、
花
散
里
・
柏
木
巻
を
欠
い
て
全
五
十
二
巻
四
十
九
冊
。
こ
の
内
、
後

か
ら
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
四
巻
（
賢
木
・
東
屋
・
蜻
蛉
・
手
習
巻
）
を
除
く

四
十
八
巻
が
成
立
当
初
の
基
幹
の
巻
々
で
あ
り
、
そ
の
筆
致
・
紙
質
・
装

本
の
趣
等
か
ら
鎌
倉
末
期
の
成
立
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
欄
に
は
略
号
「
池
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
基
幹
の
四
十
八
巻
は
す
べ
て
青
表
紙
本
と
し
て
の
採
録

で
、
桐
壺
・
初
音
・
浮
舟
・
夢
浮
橋
の
四
巻
に
つ
い
て
は
、『
大
成
』
底

本
で
あ
る
大
島
本
が
欠
巻
、
あ
る
い
は
時
代
の
下
っ
た
後
補
等
で
あ
る
た

め
に
、
本
書
池
田
本
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
池
田
本
の
鎌

倉
期
写
基
幹
巻
四
十
八
巻
は
揃
っ
て
青
表
紙
本
と
の
認
定
で
あ
る
。「
青

表
紙
」
と
は
、
定
家
が
整
え
た
『
源
氏
物
語
』
写
本
に
対
す
る
鎌
倉
末
期

頃
か
ら
と
も
見
な
さ
れ
る
呼
称
で
あ
り
、
後
世
、
そ
の
系
統
の
本
文
は
青

表
紙
本
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
池
田
本
は
、『
源
氏
物
語
』
の
鎌
倉
写
本
中
、
成
立
当
初

の
基
幹
巻
を
最
も
多
く
保
持
（
四
十
八
巻
）
す
る
写
本
で
あ
り
、
同
時
に
、

そ
の
四
十
八
巻
の
本
文
が
す
べ
て
青
表
紙
本
で
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
、
青

表
紙
本
鎌
倉
写
本
に
お
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
類
例
が
な
い
。
更
に
、

こ
の
基
幹
巻
四
十
八
巻
は
書
写
者
が
ほ
ぼ
二
手
に
集
約
さ
れ
る
。
中
で
も

そ
の
内
の
、
仮
に
甲
筆
と
し
た
三
十
六
巻
は
整
っ
た
一
定
の
筆
致
で
あ
り
、

こ
の
内
の
八
巻
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
「
奥
入
」
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。

　
青
表
紙
本
に
お
け
る
こ
の
「
奥
入
」
の
存
在
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

定
家
が
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
整
え
た
時
、
そ
の
各
巻
末
に
書
き
入
れ
た

簡
略
な
勘
物
で
あ
る
「
奥
入
」、
そ
の
有
無
こ
そ
は
『
大
成
』
に
お
い
て

の
青
表
紙
本
伝
本
価
値
判
断
の
最
も
重
要
な
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
先

池
田
本
の
全
姿
と
雲
紙
表
紙

2



5

第 2冊　帚木（53 オ）

189

池
田
本『
源
氏
物
語
』の
特
長

●『
源
氏
物
語
』の
鎌
倉
写
本
中
、
成
立
当
初
の
基
幹
巻
を
最
も
多
く
保
持
（
四
十
八
巻
）。

●
基
幹
巻
の
本
文
は
全
て
青
表
紙
本
で
揃
っ
て
お
り
、
鎌
倉
写
本
と
し
て
他
に
類
例
な
し
。

●
基
幹
巻
の
書
写
者
は
ほ
ぼ
二
手
、
そ
の
一
手
の
三
十
六
巻
は
整
っ
た
一
定
の
筆
致
。

●
基
幹
巻
の
う
ち
十
一
巻
に
「
奥
入
」
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
巻
は
本
文
と
同
筆
。

●影印本文見本（A5判原寸）原本からの縮率 80％

4

第 2冊　帚木（52 ウ）

188
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技術的研鑽を重ねた印刷所
◆製版・印刷は、「天理図書館善本叢書」「正倉院古文書影印集成」「尊経閣善本影印集成」
等で、技術的な研鑽を重ね、優秀な実績を積んでいる天理時報社が担当。

カラー影印に最適な用紙
◆カラー版オフセット印刷に適し、かつ原本の風合いを生かせるよう光沢を抑えた高級
微塗工紙（中性紙）を使用。

堅牢な製本
◆糸かがり、上製クロス装とし、堅牢にして日常の連用・長期保存に耐える製本とする。

●ハイブリッド UV システム

のコントロールパネル

●印刷立会い　刷り出しのチェック

●最新の印刷機

KOMORI LITHRONE G40

■印刷・造本
高精度のデジタル撮影
◆高精度デジタル撮影（約 2,230 万画素）による画像データを
使用し、可能な限り豊富な原本情報の再現を図る。

最新技術による最高度の製版・印刷
◆製版は、高精細イクオス・スーパーセル（260 線）を採用。
◆印刷は、ハイブリッドUVシステムで厳密に色再現。

厳密な校正点検
◆製版された画像データを用いて、小社編集部がDTPソフトでトリミング・柱の掲出・
紙数表示等の割付を行い、ページアップ校正を出校、天理図書館担当者・解題執筆者
が確認を行う。
◆色校正に際しては、原本と照合点検の上、その再現に厳密を期する。

印刷立会いによる最終チェック
◆印刷時には、天理図書館担当者・小社編集担当者が立会い、各台（8頁もしくは 16 頁毎）
刷り出し時の版面点検・色調整、印刷時の抜取り検査等を厳格に行う。

　
　
　

刊
行
の
辞

　
天
理
図
書
館
は
、
本
教
が
ひ
ろ
く
典
籍
・
文
献
類
の
蒐
集
を
通
し

て
、
道
を
ひ
ろ
め
、
人
を
育
て
、
世
界
文
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
年
の
開
館
当
初
は
、

宗
教
・
思
想
・
言
語
等
の
諸
分
野
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
が
、
次
第

に
歴
史
・
文
学
・
社
会
・
諸
芸
能
な
ど
に
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
上
に
、

戦
後
、
種
々
の
機
会
に
収
蔵
さ
れ
た
世
界
的
善
籍
・
稀
覯
書
を
累
加

し
て
、
古
今
に
わ
た
る
文
化
資
料
の
集
成
を
見
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
本
館
は
、
創
設
者
で
あ
る
天
理
教
二
代
真
柱
中
山
正
善
の
志
―
蒐

集
、
保
存
、
活
用
―
を
体
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
種
々
の
複
製
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
そ
の
画
期
的
事
業
と
申
す
べ
き

も
の
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
二
代
真
柱
の
命
日
を
以
っ
て
刊

行
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
『
善
本
叢
書
』
和
書
之
部
全
八
十
巻
、
漢

籍
之
部
全
十
二
巻
、洋
書
之
部
全
四
十
八
巻
で
あ
り
、そ
の
後
の
『
綿

屋
文
庫
俳
書
集
成
』
全
三
十
六
巻
に
及
ぶ
出
版
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
影
印
本
は
、
そ
の
刊
行
以
来
、
各
方
面
に
お
い
て
活
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
す
で
に
三
十
数
年
の
歳
月
を
経
、
近
年
、

影
印
複
製
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、
高
精
細
フ
ル
カ
ラ
ー
に
よ

る
影
印
本
の
刊
行
が
、
各
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
此
の
度
、
既
『
善
本
叢
書
』
中
か
ら
、
こ
と
に
フ
ル
カ
ラ
ー
の
情

報
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
史
籍
・
古
辞
書
類
、
古
奈
良
絵
本
類
を

選
び
、
ま
た
、
未
だ
刊
行
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
そ
の
他
の
奈

良
絵
本
類
、
及
び
、
藤
原
定
家
・
芭
蕉
・
西
鶴
の
自
筆
類
等
々
を
選

ん
で
、『
新
善
本
叢
書
』
全
三
十
六
巻
と
し
て
刊
行
を
い
た
す
次
第

で
あ
り
ま
す
。
前
回
と
同
じ
く
、製
作
発
売
・
八
木
書
店
、製
版
印
刷
・

天
理
時
報
社
と
共
に
、
本
事
業
を
開
始
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
各
方
面
の
皆
様
に
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
て
、
刊
行

の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月

天
理
図
書
館
長
　
諸
井
慶
一
郎
　

天
理
図
書
館
に
つ
い
て

　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
、
中
山
正
善
天
理
教
二
代
真
柱

に
よ
っ
て
、
本
教
の
総
合
図
書
館
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
翌
十
五
年

十
一
月
、
約
二
万
六
千
冊
を
も
っ
て
閲
覧
を
開
始
、
そ
の
後
、
昭
和

五
年
に
現
天
理
図
書
館
本
館
が
竣
工
し
、
現
在
の
活
動
の
第
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
た
。
以
来
、
満
十
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
々
に
広
く

公
開
し
て
、
天
理
大
学
付
属
図
書
館
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
教
研
究
・

一
般
学
術
研
究
の
専
門
図
書
館
と
し
て
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
現
在
の
蔵
書
数
は
約
二
百
万
冊
。
宗
教
学
・
東
洋
学
・
オ
リ
エ
ン

ト
学
・
民
俗
学
・
地
理
学
・
言
語
学
、
中
で
も
国
文
学
等
に
お
い
て

精
選
さ
れ
た
資
料
の
蒐
集
を
続
け
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
極
め
て
貴

重
な
文
献
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
所
蔵
資
料
の
公
開
・
利
用
の
た
め
に
、
一
般
蔵
書
目
録

の
他
に
も
、
各
種
の
貴
重
書
目
録
・
主
題
目
録
、
ま
た
、
貴
重
資
料

の
影
印
複
製
・
各
種
図
録
類
を
刊
行
。
館
報
『
ビ
ブ
リ
ア
』（
現
在
、

第
144
号
）
で
は
、
所
蔵
資
料
の
紹
介
・
翻
刻
等
を
行
っ
て
い
る
。

天理図書館　正面と貴重書庫

■
編
集
方
針

新
編
集
に
よ
る
高
精
細
カ
ラ
ー
版

◆
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
（1971

～1986

）」
刊
行

後
の
研
究
進
展
・
印
刷
技
術
の
発
展
を
鑑
み
、
時
代
に
即
し
た

新
編
集
で
「
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
」
を
刊
行
す
る
。

◆
天
理
図
書
館
所
蔵
の
和
書
の
中
か
ら
、
主
に
国
史
・
国
語
・
国

文
に
関
す
る
資
料
的
価
値
の
高
い
善
本
を
選
択
し
、
高
精
細
カ

ラ
ー
版
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
り
影
印
す
る
。

◆
収
録
候
補
に
上
が
っ
た
書
目
を
、
時
代
別
・
分
野
別
に
分
類
し
、

両
者
を
総
合
し
て
数
期
に
分
け
、
逐
次
上
梓
す
る
。

カ
ラ
ー
版
に
向
く
貴
重
書
を
精
選

◆
選
択
す
る
底
本
は
、
伝
本
中
、
一
の
基
準
を
代
表
す
る
優
品
で

あ
る
と
共
に
、
特
に
カ
ラ
ー
版
影
印
に
よ
っ
て
学
界
に
裨
益
す

る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
期
す
る
。

◆
新
資
料
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
複
製
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
も
、
カ
ラ
ー
版
の
大
型
判
型
に
よ
っ
て
更
な
る
原
本
情

報
を
提
供
で
き
る
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

利
用
し
や
す
い
編
成
と
編
集

◆
判
型
は
、
原
本
の
形
態
に
応
じ
て
菊
倍
判
・
Ａ
4
判
（
縦
・
横
）・

Ｂ
5
判
・
Ａ
5
判
を
適
宜
採
用
し
、
各
判
型
毎
に
利
用
し
や
す

い
頁
数
を
考
慮
の
上
、
類
聚
な
い
し
は
分
冊
編
成
す
る
。

◆
影
印
本
文
の
各
頁
に
は
書
名
・
巻
次
・
項
目
名
等
の
柱
を
掲
出

し
、
巻
子
本
の
紙
数
・
冊
子
本
の
丁
付
を
本
文
下
欄
に
表
示
し
、

利
用
の
便
を
図
る
。

解
題
は
全
て
新
規
書
き
下
ろ
し

◆
解
題
は
、
簡
明
に
し
て
正
確
な
記
述
に
主
眼
を
置
き
、
各
書
目

に
つ
い
て
専
門
的
知
見
を
有
す
る
研
究
者
へ
依
嘱
す
る
。

◆
「
善
本
叢
書
」
既
収
録
の
書
目
に
つ
い
て
も
、
旧
版
刊
行
後
の

研
究
進
展
に
よ
る
旧
解
題
内
容
の
修
正
、
お
よ
び
新
た
な
知
見

な
ど
を
加
味
し
た
新
規
解
題
を
収
載
す
る
。

◆
訓
点
が
多
数
施
さ
れ
て
い
る
書
目
に
つ
い
て
は
、
解
題
に
加
え
、

専
門
研
究
者
に
よ
る
訓
点
解
説
を
収
載
す
る
。
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第
三
期

源
氏
物
語
池
田
本

全
十
巻
　配
本
予
定

第
13
巻
　第
1
回
配
本
〔
平
成
28
年
（2016

）
6
月
〕�

※
各
巻
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
下
５
桁
〔9563-3

〕

源
氏
物
語
一

桐
壺
・
帚
木
・
空
蟬
・
夕
顔
・
若
紫

第
14
巻
　第
2
回
配
本
〔
平
成
28
年
（2016
）
8
月
〕�

〔9564-0

〕

源
氏
物
語
二

末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
花
宴
・
葵
・
賢＊

木

第
15
巻
　第
3
回
配
本
〔
平
成
28
年
（2016

）
10
月
〕�

〔9565-7

〕

源
氏
物
語
三

須
磨
・
明
石
・
澪
標
・
蓬
生
・
関
屋
・
絵
合
・
松
風

第
16
巻
　第
4
回
配
本
〔
平
成
28
年
（2016

）
12
月
〕�

〔9566-4

〕

源
氏
物
語
四

薄
雲
・
朝
顔
・
少
女
・
玉
鬘
・
初
音
・
胡
蝶

第
17
巻
　第
5
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
4
月
〕�
〔9567-1

〕

源
氏
物
語
五
蛍
・
常
夏
・
篝
火
・
野
分
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉

第
18
巻
　第
6
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
6
月
〕�

〔9568-8
〕

源
氏
物
語
六

若
菜
上
・
若
菜
下

第
19
巻
　第
7
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
8
月
〕�

〔9569-5

〕

源
氏
物
語
七

横
笛
・
鈴
虫
・
夕
霧
・
御
法
・
幻
・
匂
宮
・
紅
梅

第
20
巻
　第
8
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
12
月
〕�

〔9570-1

〕

源
氏
物
語
八

竹
河
・
橋
姫
・
椎
本
・
総
角

第
21
巻
　第
9
回
配
本
〔
平
成
30
年
（2018

）
2
月
〕�

〔9571-8

〕

源
氏
物
語
九

早
蕨
・
宿
木
・
東＊

屋�

〔9563-3

〕

第
22
巻
　第
10
回
配
本
〔
平
成
30
年
（2018

）
4
月
〕�

〔9572-5

〕

源
氏
物
語
十

浮
舟
・
蜻＊

蛉
・
手＊

習
・
夢
浮
橋
　【解
題
】
岡
嶌
偉
久
子

● 造本　A5判／上製本／クロス装／貼函入／平均約 550 頁予定
● 製版・印刷　イクオス・スーパーセル 260 線／ハイブリッドUVシステム
● 配本　上記参照（第 2期・第 3期は並行して刊行し、配本間隔は変則となります）　
● 定価　第 3期全 10 巻セット予価（本体 340,000 円＋税）
　　　　　�ISBN978-4-8406-9592-3（セット）

● 各巻分売可　第 3期各巻予価（本体 34,000 円＋税）

古典研究者・図書館必備の新シリーズ！

【ご購入の案内】第3期2016年 6月刊行開始！

【発売】
〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-8
● TEL　03-3291-2961［営業］　03-3291-2969［編集］　● FAX　03-3291-6300
●E-mail　pub@books-yagi.co.jp　●Web　http://www.books-yagi.co.jp/pub
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●
池
田
本
五
十
二
巻
の
う
ち
、
後
補
四
巻（
＊
印
）以
外
の
四
十
八
巻
は
全
て
鎌
倉
末
写
の
基
幹
巻

高
精
細
カ
ラ
ー
版

●
既
刊
　
＊
分
売
い
た
し
ま
す

【
第
一
期
】
国
史
古
記
録
全
六
巻
　
二
〇
一
六
年
二
月
完
結
！

●
全
六
巻
セ
ッ
ト
　
本
体
一
六
五
、〇
〇
〇
円

第
1
巻

　古
事
記
道
果
本

　播
磨
国
風
土
記

菊
倍
判
／
二
〇
〇
頁
／
本
体
二
六
、〇
〇
〇
円

第
2
巻

　日
本
書
紀
乾
元
本

　一

　神
代
上

菊
倍
判
／
一
八
四
頁
／
本
体
二
九
、〇
〇
〇
円

第
3
巻

　日
本
書
紀
乾
元
本

　二

　神
代
下

菊
倍
判
／
一
六
八
頁
／
本
体
二
九
、〇
〇
〇
円

第
4
巻

　古
語
拾
遺
嘉
禄
本
・
暦
仁
本

菊
倍
判
／
一
六
〇
頁
／
本
体
二
五
、〇
〇
〇
円

第
5
巻

　明

　月

　記

A
４
判
横
本
／
一
七
〇
頁
／
本
体
二
七
、〇
〇
〇
円

第
6
巻

　定
家
筆
古
記
録

A
４
判
横
本
／
二
三
四
頁
／
本
体
二
九
、〇
〇
〇
円

●
続
刊
　
＊
予
約
募
集
中
！

【
第
二
期
】
古
辞
書
全
六
巻
　
二
〇
一
六
年
四
月
刊
行
開
始

【
第
四
期
】
奈
良
絵
本
全
八
巻
　
二
〇
一
八
年
十
二
月
刊
行
開
始

【
第
五
期
】
連
歌
俳
諧
全
八
巻
　
二
〇
二
〇
年
四
月
刊
行
開
始

シリーズ各期ご案内

第 1期全 6巻セット


